
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

Ⅳ

ジャンク

ステーシー

ゴシック

17

反転

121

煉獄

12
人形

演奏

血の宴：HO

恋の華

少女

そうだ、あの時、確か戦争に行って。それから、どうなったかはよく覚えてない。何というか生き地獄だったことくらいは記憶にあるが、でも家族に会うまでは死ねなかった。毎日毎日戦って戦って戦って、そこに意志なんてこれっぽっちも無くてまるでこんなんじゃ人形みたいだ。

楽器を弾くのは好きだった。演奏している時が唯一心安らげる時間だった。■■が俺のバイオリンの音色を好きだと言ったから、それはもう舞い上がって、何度も聴かせたっけか。そんな平穏かつありきたりな日常が好きだった。こんな毎日がずっと続いてほしい。こんな戦争なんてとっとと終わってほしい。そうしたらまた■■の前で、弾ける日が来るだろうか。

眼前で血が舞い踊った。それが誰のものだったかは、思い出そうとすれば酷く頭が痛む。ただそこにいた人が、暗い顔をしていたことだけは印象的だった。その顔を歪むさまを見るのが堪らなく快感だった。

切なく甘い恋の思い出。誰にしていた恋だったかもわからないけど、あなたの中に、その気持ちはたしかにあって。そこを撫でるだけであなたは切なさに身を震わせてしまうのだ。

出会いは偶然だったかもしれないが、出会って、いろんな話をして。一緒に曲を弾いたりもして。その日がどれ程幸せだったか。少なくとも、俺は璃緒の存在に救われていて。確かに恋をしていて。感謝してもし足りない。その日から、多分、彼女の存在は俺にとっての全てだったんだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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BPにおけるターン終了時、「たからもの」を破損した際、何れも狂気点の増加を受けない。

対象が受けたダメージを、代わりに自信が受ける。1ターンに何度でも使用可

ダメージに付随する効果全てを打ち消す

損傷した基本パーツを一つ修復する

防御1、1ターンに何度使ってもよい。寵愛20点

バトルパートにおいて、パーツを損傷しても、ターン終了までそのマニューバは使用できる。
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肉弾攻撃１

最大行動値+１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

防御1+「爆発」無効化。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

最大行動値+１

防御2

防御2

防御1+「切断」無効化

防御2
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